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2.1. まちづくりの方針 

都市構造上の特性・課題の分析結果等を踏まえ、持続可能なまちづくりを実現するための対

象と目的を明らかにし、まちづくりの方針を設定します。 

人口減少・高齢化のますますの進展、それに伴う空き地・空き家の増加、財政上の課題（扶

助費の増加や税収の低下）、公共施設の老朽化等の様々な課題の中にあっても、町民が生活し

やすく、楽しく、健康に暮らせるまち（都市構造や空間）をめざすことが重要です。そのため

には、これまで以上に当別町がどういうまちであるべきか、そのために限られた資源をどのよ

うに使うべきかなどをよりよく考え、デザインしていかなければなりません。 
当別町においては、これまでも石狩当別駅及び石狩太美駅の周辺地域が当別町全体を支え

る都市拠点として、様々な生活サービスが集積してきました。このため、これらの都市拠点に

蓄積された既存ストックや、主要な公共交通機関の結節点としての機能、歴史を重ねてきたま

ちの求心力等を活かして、町全体をこれからも支え続けていくことが重要です。本計画では、

石狩当別駅及び石狩太美駅の周辺地域の 2 拠点を中心に都市機能をレベルアップさせるとと

もに、これらの拠点への公共交通でのアクセス性を維持・向上させることにより、これら以外

の地域の町民を含めた誰もが、都市拠点に立地する生活サービスや居心地が良いまちなかの

楽しさにアクセスでき、その結果として健康に暮らせるまちをめざします。 
また、2 拠点での都市機能のレベルアップのためには、周辺の人口密度を維持していくこと

が重要です。このために、どういった方々を想定して、どのような施策により、居住を誘導し

ていくのかということも考えることが必要です。本計画では、大都市近郊で緑豊かなゆとりあ

る宅地を提供できることや、町外から通学する北海道医療大学生が多いことを踏まえ、現在の

『町民』に加え、『子育て世代』や『北海道医療大学生』を施策の対象として検討します。上

記の観点から、まちづくりの方針（ターゲット）を以下のとおり設定します。  
 
 

 
  

石狩当別駅・石狩太美駅の２拠点を中心に都市機能のレベルアップと公共交通の 

便利さで全町民の生活しやすさ、楽しさ、そして健康を守り、育て、 

大都市近郊の豊かな住環境で子育て世代や学生を惹き付けるまちづくりを進める 
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2.1.1 で示したターゲットを中心とした居住誘導と、それを促す都市機能誘導の実現に取り

組むため、以下のような施策・方針を具体的に構築していくことで、コンパクトで住みやすい

まちづくりに取り組んでいきます。 

 

●課題解決のための施策・誘導方針の設定 

  ・石狩当別駅・石狩太美駅を拠点として都市機能を集約する 

  ・誰もが使いやすく、持続可能な公共交通網を形成する 

  ・地元企業との連携により、地域経済を強化する 

  ・子育て世代が当別町で札幌市の都市機能を享受でき、豊かな生活ができる居住環境を構築

する 

  ・学生の流入・定住を促進するため、居住支援を充実させる 
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2.2. 将来の都市構造図 

 将来の都市構造図に関しては、持続可能な都市及び拠点の形成に向けて、都市計画マスタープ

ランに示されている都市構造図をベースとしつつ、現状及び将来の人口密度、現状の公共施設、

商業施設などの立地状況、公共交通網の状況を踏まえ、各区域の特性に応じた機能・役割を明確

にします。また、拠点間を結ぶ公共交通網を再構築することにより、立地適正化計画の目的であ

る「コンパクト・プラス・ネットワーク」を実現させます。 
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当別町のめざす公共交通像に向けた施策実施イメージ 

  


